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当社取締役会の実効性に関する評価結果の概要について 

 

 当社は、取締役会の実効性を高め、企業価値向上を継続的に図ることを目的として、毎年、取締役会

の実効性評価を実施しております。 

本日開催の取締役会において、2023 年度(2023 年４月１日から 2024 年３月 31 日)の取締役会の実効性

に関する分析、評価を行いましたので、その概要を下記の通りお知らせいたします。 

記 

１．評価の方法 

 取締役８名（内、社外取締役３名）・監査役４名（内、社外監査役３名）に対して評価の趣旨等を

説明のうえ質問票を配布し、全員からの回答により得られた意見等に基づき、分析・評価を実施い

たしました。 

 尚、質問内容の妥当性検証と、回答集計の確認を外部弁護士に業務委託しております。 

【質問内容】 ： 2023 年度における当社取締役会の実効性について（37 項目） 

「取締役会の構成」「取締役会の運営」「取締役会の議題」「取締役会を支える体制」「株主との対話」 

【回答方法】 ： ３段階評価および自由回答による指摘・コメント、無記名方式 

２．2023 年度の分析・評価結果の概要 

当社取締役会は、過年度の実効性評価の結果を踏まえて各種改善策に取り組み、本年度において

も次のような主な取組みの実施状況から、実効性が確保できていると分析・評価しました。 

・当社取締役会の構成は、豊富な経営経験と幅広い見識を有する社外取締役やグローバルで多様な

人材で構成され、当社の事業内容・規模からみて、十分な体制となっていること。 

・当社取締役会の運営は、社外役員からの意見等の促進、審議の充実を図る取り組みが継続して行

われていること。 

・当社取締役会の審議は、議題の選定や審議時間等概ね適切であり、中長期の成長戦略やサステナ

ビリティに関する議論の深耕に取り組んでいること。また、独立社外取締役が過半数を占める指

名委員会、報酬委員会を通じて、課題の共通認識形成を図っていること。 

・当社取締役会を支える体制については、社外役員の事業部門ヒアリングや事業場視察を積極的に

実施し、外部講師による ESG に関する勉強会開催等、取締役会の機能向上が図られていること。 

３．今後の対応 

 当社取締役会は、引き続き執行への権限委譲を図り、中長期の成長戦略や、地政学リスクやサプ

ライチェーンの安全確保等、事業の課題やリスクへの対応など重要案件の議論を深め、社外役員と

のコミュニケーションの一層の充実等に継続的に取り組むことで、取締役会の更なる実効性向上を

図り、当社グループの持続的成長の実現と中長期的な企業価値の向上をめざしてまいります。 

以 上 


